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緒 言

結核菌の培養法,殊 に培養に よる早期検 出 法 に は 幾

多の考案が ある◎Dubosの 培地 を 分離 培養 に応 用 して

Fo工eyり霊)は平均10.6日,G◎1di♂)獄8乃'至14日,

Dubos&Middlebr◎ ◎k4メは5乃 至15日 で陽 性成績 を得

たとい う◎また培養早期 に培 養基翁面 をか きとり,あ る

いは液体培養基 では管底 の培 養液の少量を吸取つて塗抹

染色する方法が試み られ,Jehkst◎ 難,6>瀬崎窪♪増田7)等

によれば検出日数 を相当短縮 し得 た と い う。 ま た最近

Berry&Lewry・9)はPri¢eE)の 所謂Slideculture法

を再検討(検 出 日数約6日)し たe余 等 の経験か らも

本法は優秀な方法であるが,唯 本 法には比較的多壷の培

養液を要 し,し か も病原材料の一部は液中 に流れ落ちて

失 うのみならず,載 物硝子を液中から取 りだす時に,流

れ落ちた病原材耕が載物硝子の到 るところに附着 して不

潔かつ危険である◎

上記の方法のこれ等 の欠点 に鑑み,余 等 は下記の ごと

き二種の培養早期検出法 を考案 した◎ それ によれば上述

の方法のごとき危険及び不備が除 かれ簡易であつて,し

か も成績の判定は より短時 日で可能 である◇

1実 験材料並 びに方法

喀疲は当結核研究所臨床部の外来及び入院患者の も

ので,塗 抹標 本をチール 。ネρルセ ン法で染色 し,100

視野 を検鏡 して陰性の もの70例 私供試 した。

喀蔑約1あ るいは2ccを 遠心沈澱管 に採 り,4%

NaOH5ceを 加えて振盈混和 し,艀 卵器 に20分 間静

置後3000回 転20分 間遠心沈澱 して上清 を捨 て,藏 菌蒸

溜水 を加えて上詑同様 に違心沈澱 を繰 り返 え し欝 得
ま み

た沈渣 に等 量 乃 至 倍羅 の キル ヒナ ー液 を混 和 した 。 混

和液 の1滴 を6枚 の滅 菌 した ス ライ ド硝 子 上 に滴 下 し

て後,そ れ ぞ れの 硝子 を下 記 の ご と き湿 室 内 の ス ライ

ド棚 に納 あ37◎Cに 培養 したe培 養24,48,72,96,

168時 間後 に ス ライ ド硝 子 を1枚 宛 取 り出 し,艀 卵器

内に放置,乾 燥 して後 火 焔 で 固定 し,チ ール ・ネ ール

セ ン法 で染 色 した。 各 標 本 と も常 に100視 野 を検鏡 し

た。 同時 に ス ライ ド硝 子 の1枚 は 保 温 す るこ とな く直

ちに その まま上 艶 同 様 に 固定,チPル 。ネール セ ン法

で染色 して対照 とした¢ また他方 キル ヒナ ー液 を混 籍

す る直前 の沈漉の1白 金耳 を2本 の卵培養基(上 坂一

友 田)紡 に培養 し,そ の成績 を湿室内8ヱideculture

法 によるそれ と比較 撃対照 した◎

2培 養 装 置

第1図 湿室用 硝子匡

第2図 ス ライ ド棚

湿 室 内 硝 子 匡 高

さ7・5m◎ 縦89itlcr

ue10cmo

蓋(す り合 せ)駆 さ

0.4em◎ 縦8.5enge
け セ

横10・8eta¢

ス ライ ド糊(輿 鍮

製)高 さ6gee"縦

5.5cm◎ 横8gxxle

棚5段e前 後 計1C

段 ◎

翻 の間 隔1.1¢ 跳◎

脚 付 錫 ξ
磁

容器は第1図 のごとき,高 さ7.5◎m,me8cm,横 ユOCUt

の大 きさの硝子匡の中に第2図 のごとき真鍮製 のスライ

ド捌(高 さ6麟7縦5.5gm}横8Ctm,棚5既 前後計10

段,棚 の闘隔L1伽,脚 付 き)を 納 め,硝 子製 のす り合

せ・の蓋(厚 さ0、4cm,縦i&5¢ 撮,横10・8cm)を 施 した も

のである◎

使用に際 しては硝子匡の底部 に少 し許 りの脱脂綿 を敷

き∫綿花は60乃 至100ccの 蒸溜水 を以 て充分 に潤 し,

その上に スライ ド翻 を置 き,蓋 を して蒸 気釜 で100ec30

分間滅菌す る。

上記 の ごと く培 養材料の1滴 を予 め滅菌 した スライ ド

硝子上に置 き,ス ライ ド翻に納めて37。Cに 培養す る碧

スライ ド上の水滴が流れ るのを避 けるため硝子匡は常 に

水平に保つ。
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3実 験 成 績

供試 した喀湊70例 中6例 は培養直前 の スライ ド硝子を

染 色 して既 に陽性 を示 したから除外 し,残 り64例の成績

を示す と,第1表 のこ どく,被 検64例 中34例 が上記 の方

法で陽 性 と成つたが,そ の内訳は24時 聞後に3例,48時

第1表 各培養 時間6陽 性例数(計64例)t

培猫 間 卜2414,i72i96・ ・S計

陽ll3122 .lg[LL

と 竺」L-L」Il3・

間 後に22例,72時 聞後 に9例 が陽性 となつ た。 それ以後

に初めて陽性 と成 つた例はなかつた。

雑菌混入をみた ものが 製 あつたが,、これは上述の ご

とき培養容器不足のために大 型 シヤ ーレを代用 した場合

に見 られ た もの であつた◎ しか もそれは結核菌の 検出に

障碍 とはな らなかつ た。

第2表 培養48時 間後,・各例100視 野中の集落数(計25例)

賭 数1・ ・以下 ・・以上i2・ 以上3・ 以上

喀棚 数 ・66i2」 ・

第2表 は培養48時 間 の集落数を数 えたものであ る。集

献 大多騨 雄 ま燃2乃 至鋼 噛 体から成つた。

集落は多少 とも樹枝状 配列 を呈す るものが多 く,ま た不

規則 な網 貝状・円形 を呈す る もの もあつた。

集 落中の菌体 は大多数赤色に染ま り,淡 赤色,淡 紫色あ

るいは淡青色 の ものは稀 であつた。

第3表 湿室 内S.C.法 と卵培養基培養法 との検 出例数

喀翻 数 湿室醐 司 購難 培難

1+1-・

3-十

●27- _

33十 十一
第3表 は湿室内8・C・ 法 と卵培養基培養 法との成績を

比較 した もの であ るがr両 方 法共に陽 性は33例 で あつ

て,そ の申湿室内8・C・ 法 でのみ陽性 の もの1例,ま た

その逆 の場合が3例 あつ た。凸今検出に要 した日数をみる

b第4表 の如 く湿室 内S・C・ 法 では平均2・2日 で結果

第4表 湿 室内S.C。法 と卵培養基培養法 とo'

検 田 日数 の比較

1被搬 悔 翻 陣 検出職

湿室内鼠咽6`13,!,i2・2

卵培養基培養法643620.6di

を判定 し得たのに比 べ,卵 培養基 では平均20・6日 を畏

した。

4総 括並び に考按

苛性曹逮 で処置 じ,1画 蒸溜水 で洗灘 した沈渣にキル

ヒナ ー培養基 の等量乃至倍量 を混和 し鵡液の1滴 を滅菌

ス ライ ド硝子上 に澄 き,こ れを上述の ごと くして湿室内

に培 養す る方法 によつて,卵 培養基培養法に劣 らない検

田率 を挙げ得 た。 しゆ も結 果の判定は少数例においては

24時 間後 に既 に可能であつたが ・大 多数 は48乃 至72時面 .

後 に可能 であつた。平 均検 出 日数 は2・2日 であつた。要

す るにこの よ うな結 果 を得た ことは湿室内S・C・法 におい

ては材料中の微量の結 核菌を発育 壱 しめ,そ の初期集落

を観察す ることが可能であるにほか ならない。か く④ど

と くして培養 法ρ欠点 であるところの結果ρ 判定に長時

日を要す る点 が湿室 内S・C・法では改められv21s均2.2日 、

とい う短時 日で結果が判明す る。唯本法 においては発育

初 期の集落 を染色、観察 して結果 を判定す るのであるか

ら,つ ぎの ことには充分留意 しなければな らないび

す なわ ち唾液あ るいはその他 に由来す る非病 原性 ミコ
裾

バクテ リウムが培養 材料申に混入 した場合である。上記

実験 中に拡その よ噛うな場 合に遭遇 しなかつたが,結 核菌

及 び数種の非病 原性 ミコパクテ リウムを供試 した予備笑

験の結 果から見れば,菌 の形態,染 色性,発 育の速 さす

なわ ち集落の大 さ及び配列等 に注意すれば鑑 別は困難で 轟

はない。虹)t2)すなわち結核菌 の集落 は上記の時間 には2,

3ケ 乃至数 ケの菌体 から成 り,稀 に10ケ あま りの菌体か

ら成 るが,非 病原性 ミコバクテ リウペではそれ以 と多数

の20ケ あ るいはそれ以上数6菌 体 か ら成 る集 落を見る場

合が多い。 また形が長大あ るいは短小 な場合,あ るい傭

集落中に青染菌体が容易に見 られ る場合 には,非 病原性

ミコバクテ リウムが疑われ る。 この ような場合には5乃

至7日,培 養の後 に今一 度染 色検鏡すれば判別できる。

上記 の培養法は喀褻 その他 の病原材料か らの結核菌の

検 出のみ に留ま らず,抗 生物質,化 学療法剤あるいは消

毒剤等の結核菌に戴す る殺菌 あるいは増殖阻止力 を検す

るために も利用可能 であ るQ

、 結 ・ 論

染色陰性の喀疫 を4%苛 性曹逮 で前処置 し,1回 蒸溜

水を加えて洗灘 した沈渣 に等量乃至倍量のキル ピナP培

養基を混和 し,そ の1滴 を滅菌 スライ ド硝子止に置 き,

上掲の ごとき湿室 に納 め)37。Cに 培養す る。24,48,

72時 間後 にそれぞれ スライ ド硝 子を乾燥,固 定 し.sチ ー

ル ・ネールゼ ソ法 で染色 し7vユ00視野内外 を検鏡すれば,

小数例は24時 聞後 に,大 多数例 は48乃 至72時 聞後 に菌

検出陽性 である。その検 出率は卵培養基に培養す る方法

のそれに劣 らない◎ 、 ● ノ
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